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験学習プログラム後（養成講座後 2週間）、④養成講座の 3ヶ月後、対照群： ①養成講座の前、②
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見守り、などのサポートを行った。著者は活動意欲を測定するために、Visual Analog Scale (VAS)、












サポーター養成講座を受講済みの 92名の内、介入群 37名、対照群 44名を分析対象者とした。対
象者の 80％は女性であり、平均年齢は介入群 67.6歳、対照群 63.1歳であった。対照群と比べ、介
入群においては養成講座前と比較し受講後から 3ヶ月後の活動意欲（p<.001から p=.046）、知識理
解度（p=.001 から p=.022）、SOC の有意味感は受講後 2 週間、受講後 3 ヶ月で有意に高く変化
（p=.038から p=.042）していた。認知症サポーターの活動の有無では、受講後 3ヶ月では、介入
群の方が対照群に比べて、活動割合が高く、介入群では対象者の約 70％、対照群では対象者の約
34％が活動をしていた。認知症サポーターによる活動の受益者評価は、介入群が対照群に比べてす
べての項目について高かった（p<.001）。FGI では、対照群と比較して、介入群のカテゴリーおよ
びサブカテゴリーから、より認知症の人への理解の深まり、具体的な関わりについて、カテゴリー
の抽出が認められた。 
【考察】 
著者は、認知症サポーターの活動意欲と活動を高めるために、体験学習教育プログラムを既存の
知識提供型の教育プログラムに組み合わせることで、その効果を検討している。活動意欲、知識理
解度、SOCの有意味感が有意に上昇していること、実際の活動が対照群より高かったということ、
また受益者の評価が有意に高いことから、介護体験学習プログラムの受講によって、認知症サポー
ターが実際に認知症の人と時間を過ごし、人の役に立つという感覚を覚え、自身の存在価値を感じ
る経験にもなり、知識として得たものが体験を通じて確認され、活動意欲を高めていること、これ
らの体験的学習によって実際のボランティア活動に入りやすくしていることへの示唆を示した。 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 著者は、地域で認知症と生きる高齢者をサポートする認知症サポーターの活動意欲と活動を高め
るために、介護体験学習プログラムを開発しその有用性を検討した。その結果、認知症サポーター
の活動意欲、実際の活動が高まるということ、また受益者の満足度が高かったことから、介護体験
学習プログラムによるボランティア養成方法の有用性を示した。 
平成 31年１月 28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
